
２０１4 年 12月 6 日

第 193回日本経営倫理学会・理念哲学研究部会例会議事録

部会長・宇佐神 正明

日時： 2014 年 12 月 1 日（月） 18:00-20:00 場所 ： 学士会館 308号室

出席：井上、佐藤、新川、辻井、古山、村山、望月、山本、宇佐神

欠席連絡：遠藤、緒賀、竹内、長塚

１．2014 年 1 月以降の例会等の日程：

① 1 月 12 日（月）土曜研究会 12:00；

サイゼリア・上野広小路店（台東区）：東京都台東区上野 2-7-12 鈴本ビル 2F

② 2 月 2日（月）18:00-20:00 学士会館 308 号室

③ 3 月 2日（月）18:00-20:00 学士会館 308 号室

④ 4 月 6日（月）18:00-20:00 学士会館 308 号室

⑤ 5 月 4日（月・祝）18:00-20:00 学士会館 308 号室

⑥ 6 月 1日（月）18:00-20:00 学士会館 308 号室

２．連絡ならびに議事：

１）望月「『21 世紀の経営倫理（仮）』への出版構想」が提示され、2月以降各自テーマと簡単な内容の提示を

行う。一月の土曜研究会では、宇佐神が「21世紀における経営倫理の課題」（レジメは1月の案内に添付）と

題して報告する。

２ ） １２月１３日（土）１２月度研究交流例会と第 23回研究発表大会（2015 年 6月 20，21 日）の件を確認

３）今後の発表等の予定

① 日径ビジネス創刊 45 周年「時代を彩った”寵児”20 人」の共有について

② 11 月例会での報告（水野和夫『資本主義の終焉と歴史の危機』）等、21 世紀における経営倫

理に関するテーマが提起されてきた。このような人々について検討を加え、共有する。

資本主義の終焉が明確になりつつある今日は明らかに歴史の危機（分れ目）であり、21世紀に

おける人類社会へのヴィジョンの確立と共有に向けて本部会としての対応が求められる。

③ 佐藤聡彦氏に、最近の研究発表に関連し、山本氏を通して本部会でも報告するよう依頼するこ

とが確認された。

４）研究会の案内には、その内容（特に発表者や題等）をあらかじめ記載することが確認された。

３ 本日の研究予定：

① 新川氏の報告：「コスモポリタニズムと経営倫理学～カントのコスモポリタン概念を手がかりに～」と題し、

カント『永久平和論』を手掛かりに、（１）コスモポリタン概念の変遷、（２）カントの世界市民論と公開性、

（3）経営倫理学的視点への応用に論点を絞って、コスモポリタニズムの持つ経営倫理学への要請が追

究された。その後、意見の交換等がなされた。

② 山本氏から、最後に、（水野和夫『資本主義の終焉と歴史の危機』）について今後の予定を踏ま

え簡単なコメントがあった。 以上


